
開
催
日

令
和
3
年
11
月
30
日

（
月
）
13
時
15
分

開
催
場
所

都
庁
第
二
本
庁
舎

22
階

東
京
都
水
道
局
出
席
者

給
水
部
給
水
課

茨
木

延
和

課
長

給
水
部
給
水
課

（
給
水
装
置
担
当
）

大
谷

憲
康

課
長
代
理

給
水
部
給
水
課

（
漏
水
防
止
担
当
）

山
崎

千
秋

課
長
代
理

給
水
部
配
水
課

（
施
設
管
理
担
当
）

三
浦

隆
司

課
長
代
理

給
水
部
給
水
課
（
事
務
局
）

湯
村

一
美

主
任

連
絡
会
出
席
者

代
表
理
事

貝
澤
二
郎

副
理
事
長

岩
澤
芳
光

副
理
事
長

髙
橋
昌
也

理
事

三
浦
良
一

理
事

中
川
英
樹

理
事

杉
本
光
信

菊
池
拓
哉
（
事
務
局
）

北
澤
賢
次
（
事
務
局
）

開
会
の
挨
拶

◆

東
京
都
水
道
局
給
水
部

給
水
課

茨
木

延
和
課
長
の

挨
拶本

日
は
お
忙
し
い
中
、
意
見

交
換
会
に
お
集
り
頂
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
ご
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
給
水
部
給
水
課
長
の
茨

木
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
頃
か
ら
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
当
局
の
水
道
事
業
に

つ
き
ま
し
て
、
ご
協
力
し
て
頂

き
ま
し
て
、
ま
た
、
昼
夜
を
問

わ
ず
、
工
事
等
に
対
応
し
て
い

た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
に
つ
き
ま
し
て
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
お
い
て
は
、
工
事
の
抑
制

並
び
に
、
ま
た
、
引
き
続
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

症
対
策
と
い
う
こ
と
で
、
様
々

な
戦
い
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
例
年
以
上
に
厳
し
い
施
工

管
理
、
現
場
管
理
が
求
め
ら
れ

た
中
で
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
様
々
な
対
策
や
工
夫
を

講
じ
つ
つ
、
日
々
、
業
務
の
対

応
し
て
頂
き
ま
し
て
、
重
ね
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

給
水
部
に
お
け
る
請
負
単
価

契
約
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
案

内
の
と
お
り
、
突
発
的
に
発
生

す
る
水
道
工
事
の
事
故
の
対
応

と
か
、
事
業
上
、
速
や
か
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、

整
備
、
損
壊
等
の
工
事
、
並
び

に
需
要
家
さ
ん
の
要
望
と
か
、

あ
と
、
工
業
水
道
の
切
り
替
え

と
、
水
道
事
業
を
運
営
す
る
上

で
不
可
欠
な
工
事
で
ご
ざ
い
ま

す
。今

後
の
水
道
事
業
の
発
展
に

は
、
引
き
続
き
、
当
然
な
が
ら

皆
様
の
ご
協
力
が
不
可
欠
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

本
日
の
意
見
交
換
会
を
通
じ
た

皆
様
方
の
貴
重
な
意
見
を
、
大

変
、
有
意
義
な
も
の
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
意
見
を
参
考
に
、

今
後
の
水
道
事
業
に
活
用
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

意
見
交
換
会
の
質
疑
応
答
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
非
掲
載
と

し
ま
し
た
。

１
、
工
種
別
工
事
高
に
つ
い
て

（
報
告
事
項
）

貝
澤
理
事
長
よ
り
説
明
し
た
。

6
月
か
ら
10
月
ま
で
の
デ
ー
タ

の
事
務
手
数
料
は
1
2
1
5
万

円
で
昨
年
の
94
％
と
な
っ
て
い

る
。
昨
年
度
よ
り
80
万
円
く
ら

い
少
な
い
が
、
業
者
数
が
減
っ

て
こ
と
を
考
え
る
と
、
例
年
よ

り
は
多
い
と
思
っ
て
い
る
。

キ
ッ
ツ
の
9
月
末
の
工
事
高

は
、
52
万
円
で
あ
り
、
ち
ょ
っ

と
少
な
い
。
キ
ッ
ツ
の
情
報
で

は
、
例
年
と
同
程
度
に
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
時
点
で

は
工
事
高
が
少
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
今
後
、
様
子
を
見

て
い
く
。

令
和
3
年
度
の
収
支
に
つ
い

て
、
9
月
末
現
在
で
、
67
万
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
消

費
税
や
、
会
費
の
収
入
を
考
え

る
と
、
最
終
的
に
は
黒
字
に
は

転
じ
な
く
、
例
年
通
り
と
思
う
。

2
、
予
算
要
望
の
東
京
都
知
事

と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

（
報
告
事
項
）

貝
澤
理
事
長
よ
り
説
明
し
た
。

予
算
要
望
の
東
京
都
知
事
と

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

知
事
に
直
接
面
会
し
、
書
類
を

提
出
し
て
い
た
（
昨
年
は
、
コ

ロ
ナ
の
た
め
テ
レ
ビ
会
議
で
実

施
）
が
、
今
回
、
都
知
事
が
入

院
さ
れ
て
い
る
の
で
、
副
知
事

が
対
応
す
る
と
い
う
事
に
な
っ

た
。そ

の
書
類
の
提
出
方
法
に
は
、

直
接
に
面
会
し
て
提
出
す
る
方

法
と
W
E
B
な
ど
に
よ
る
非
接

触
方
法
で
の
提
出
す
る
方
法
の

ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
都
と
し
て
も
、
非
接

触
方
法
を
希
望
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
当
組
合
と
し
て
は
、

報
告
書
を
書
類
で
提
出
す
る
形

と
し
た
。

な
お
、
他
の
団
体
は
、
写
真

撮
影
が
必
要
と
の
こ
と
で
、
直

接
、
提
出
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る

ら
し
い
。

3
、
総
務
・
厚
生
委
員
会
の
活

動
報
告
（
報
告
事
項
）

杉
本
厚
生
委
員
長
が
報
告
し

た
。総

務
厚
生
委
員
会
は
、
11
月

1
日

16
時
か
ら
約
2
時
間
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
開
催
し
た
。

参
加
者
は
、
貝
澤
理
事
長
、

岩
澤
副
理
事
長
、
三
浦
理
事
、

石
田
理
事
、
中
川
理
事
、
杉
本

理
事
が
参
加
し
た
。

お
主
な
議
題
と
し
て
は
、

①
賀
詞
交
歓
会
の
開
催
に
つ
い

て②
ク
ボ
タ
京
葉
工
場
の
本
管
研

修
会
に
つ
い
て

③
水
道
局
と
の
意
見
交
換
会
に

つ
い
て

④
防
災
訓
練
報
告
書
に
つ
い
て

以
上
の
4
点
に
つ
い
て
、
協
議

し
た
。

以
下
、
今
回
の
理
事
会
の
議

題
に
基
づ
き
説
明
し
た
。

4
、
令
和
4
年
賀
詞
交
歓
会
に

つ
い
て
（
報
告
事
項
・
決
議
事

項
）杉

本
厚
生
委
員
長
が
報
告
し

た
。賀

詞
交
歓
会
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
他
の
団
体
（
東
管
、
三

管
）
は
、
非
開
催
と
な
り
、
ま

た
、
水
道
局
か
ら
は
、
当
組
合

の
賀
詞
交
歓
会
だ
け
に
出
席
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
当
組
合
も
中
止
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

貝
澤
理
事
長
か
ら
の
補
足
説

明
。今

回
、
他
の
団
体
さ
ん
が
行

わ
な
い
と
い
う
こ
と
、
水
道
局

関
係
の
方
は
参
加
し
な
い
こ
と
、

ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
状
況
が
不
安

定
な
こ
と
、
当
組
合
員
も
高
年

齢
の
方
が
多
い
の
で
、
不
参
加

が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
会
場
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
で
の
開
催
制
約
条
件
が
厳

し
い
こ
と
等
を
勘
案
す
る
と
、

現
実
的
に
は
、
開
催
は
難
し
い

と
考
え
、
今
回
、
中
止
と
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

杉
本
理
事
が
、
賀
詞
交
歓
会

の
開
催
の
是
非
に
つ
い
て
、
採

決
を
と
り
、
非
開
催
が
多
数
と

な
り
、
開
催
中
止
が
決
定
さ
れ

た
。

5
、
今
年
度
の
研
修
会
に
つ
い

て
（
協
議
事
項
）

貝
澤
理
事
長
よ
り
、
今
年
度

の
研
修
会
の
件
に
つ
い
て
、
箱

根
で
開
催
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
。
取
り
敢
え
ず
、
令
和
4
年

2
月
18
日(

金)

～
19
日(

土)

に

1
泊
2
日
で
河
鹿
荘
の
仮
予
約

を
し
た
と
報
告
し
た
。

こ
の
提
案
に
つ
い
て
協
議
さ

れ
た
。

こ
の
箱
根
案
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
の
状
況
や
出
席
予
想
、

宿
泊
人
数
な
ど
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
し
、
開
催
日
時
に
つ

い
て
も
不
安
定
要
素
も
あ
り
、

現
在
の
状
況
で
は
、
決
め
き
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見

も
出
さ
れ
、
す
ぐ
に
は
河
鹿
荘

の
予
約
の
解
約
を
し
な
い
で
、

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
行
う
両

面
方
向
も
考
え
て
い
く
等
の
意

見
も
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
あ

る
時
点
で
は
、
決
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
杉
本
理
事
が

採
決
を
と
り
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
で
も
、
研
修
会
の
開
催
を

考
え
て
い
く
こ
と
が
了
承
さ
れ

た
。

6
、
ク
ボ
タ
京
葉
工
場
の
研
修

会
に
つ
い
て

（
報
告
事
項
）

杉
本
厚
生
委
員
長
が
報
告
し

た
。同

研
修
会
に
つ
い
て
、
総
務

厚
生
委
員
か
ら
組
合
員
に
呼
び

掛
け
た
と
こ
ろ
、
11
月
1
日
時

点
で
参
加
者
は
15
日
が
11
名
、

30
日
が
17
名
と
な
っ
て
い
る
。

ク
ボ
タ
さ
ん
か
ら
、
出
席
者

の
会
社
名
で
な
く
、
名
簿
を
提

出
す
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
て
い

る
の
で
、
出
席
者
の
名
前
を
確

定
し
て
提
出
す
る
よ
う
に
。

研
修
上
の
事
故
に
つ
い
て
、

保
険
を
検
討
し
て
い
る
。
ソ
フ
ィ

ア
ブ
レ
イ
ン
に
問
い
合
わ
せ
る
。

な
お
、
30
日
に
は
、
吉
倉
顧

問
の
出
席
を
調
整
中
で
あ
る
。

7
、
水
道
局
と
の
意
見
交
換
会

に
つ
い
て
（
報
告
事
項
・
協
議

事
項
）

杉
本
厚
生
委
員
長
が
報
告
し

た
。総

務
厚
生
委
員
会
で
意
見
書

を
ま
と
め
た
。
異
論
が
な
け
れ

ば
、
こ
の
意
見
書
を
提
出
し
た

い
。意

見
書
の
内
容
に
つ
い
て
、

説
明
が
あ
り
、
特
に
、
最
後
の

そ
の
他
の
項
目
で
の
質
疑
応
答

が
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
、
意
見

が
あ
れ
ば
、
今
週
中
に
出
し
て

ほ
し
い
。
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を

水
道
局
に
提
出
す
る
と
し
、
出

席
者
の
全
員
の
同
意
を
得
た
。

8
、
令
和
3
年
度
防
災
訓
練
報

告
書
に
つ
い
て

杉
本
厚
生
委
員
長
が
報
告
し
た
。

防
災
訓
練
報
告
書
に
つ
い
て
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水
道
局
と
意
見
交
換
会
を
開
催

東
京
都
水
道
局
と
協
同
組
合
東
京
都
水
道
請
負
工
事
連
絡
会
は
、
各
種
の
単
価
契
約
工
事
の

課
題
に
対
し
て
、
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。
意
見
交
換
会
は
、
11
月
29
日
（
月
）
13
時
15
分

か
ら

都
庁
第
二
本
庁
舎
22
階
で
開
催
さ
れ
た
。

意
見
交
換
会
の
開
会
は
、
水
道
局
給
水
部
給
水
課
の
山
崎
課
長
代
理
の
司
会
に
よ
り
、
始
ま

り
、
東
京
都
水
道
局

給
水
部
給
水
課
長

茨
木
延
和
氏
の
挨
拶
が
あ
り
、
所
用
に
よ
り
課
長

は
退
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
活
発
な
質
疑
応
答
を
開
始
し
た
。

令和3年 水道局との意見交換会 茨木 延和課長の挨拶

協
同
組
合
東
京
都
水
道
請
負
工
事
連
絡
会
は
、
令
和
3
年
11
月
11
日
（
木
）
15
時
か
ら

第
9
期

第
5
回
理
事
会
を
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
本
館
4
階

け
や
き

で
開
催
し
た
。

今
回
の
第
5
回
理
事
会
は
、
総
務
・
厚
生
委
員
会
の
報
告
事
項
や
そ
の
他
協
議
事
項
を
中
心
に
行
っ

た
。以

下
は
、
議
事
録
の
要
旨
で
あ
る
。

【
出
席
者
】
〈
代
表
理
事
〉
貝
澤
二
郎

〈
副
理
事
長
〉
岩
澤
芳
光
、
髙
橋

昌
也

〈
技

術
〉
中
島
新
吾
、
藤
井
正
裕
〈
総
務
〉
三
浦
良
一
、
玉
木
正

〈
厚
生
〉
杉
本
光
信
、
石
田
強
、

中
川
英
樹
〈
受
注
〉
尾
畑

浩
一
郎
、
黒
田

太
一
〈
監
理
〉
杉
田

太
刀
夫

第
9
期

第
5
回

協
同
組
合
東
京
都
水
道
請
負
工
事
連
絡
会
理
事
会
報
告



令
和
４
年
度
予
算
要
望
書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
C
O
V
I
D-

19
の
発
災
以
来
、

東
京
都
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

都
民
の
健
康
維
持
、
都
民
生
活
、

都
市
活
動
を
支
え
る
の
に
必
要

不
可
欠
で
あ
る
基
幹
的
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
安
定
に
鋭
意
努
め
ら

れ
た
東
京
都
の
姿
勢
に
深
い
敬

意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

現
在
、
東
京
都
の
給
水
区
域

内
に
お
い
て
、
給
水
普
及
率
は

1
0
0
％
、
給
水
件
数
は
約
7

6
6
万
世
帯
で
あ
り
、
給
水
人

口
は
約
1
3
5
0
万
人
、
配
水

管
延
長
は
約
2
万
7
0
0
0
㎞
、

付
属
設
備
は
約
56
万
個
と
膨
大

な
数
値
で
あ
り
、
東
京
都
水
道

局
の
維
持
管
理
計
画
に
よ
り
計

画
的
施
設
更
新
、
震
災
災
害
対

策
等
の
施
設
整
備
を
誠
実
に
履

行
し
適
切
に
対
応
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
安
心
で
安
全
な

安
定
給
水
の
確
保
が
為
さ
れ
て

い
る
と
承
知
致
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
の
配
水
本
小

管
や
制
水
弁
を
含
む
付
属
設
備
、

継
手
並
び
に
給
水
管
の
中
に
は
、

耐
用
年
数
の
経
過
に
よ
り
老
朽

化
や
耐
震
性
不
足
に
よ
る
機
能

低
下
、
或
い
は
機
能
不
良
に
よ

り
濁
水
原
因
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
施
設
が
存
在
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
施
設
水
準
の
向
上
、

整
備
が
安
定
給
水
を
更
に
担
保

す
る
上
で
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

又
、
震
災
時
や
災
害
時
に
、

よ
り
効
果
的
に
長
期
断
水
被
害

を
軽
減
で
き
る
よ
う
減
災
施
策

及
び
、
配
水
本
小
管
、
付
属
設

備
の
早
期
更
新
、
並
び
に
耐
震

継
手
化
の
早
期
達
成
が
重
要
な

施
策
で
あ
り
、
都
民
か
ら
求
め

ら
れ
て
い
る
と
承
知
致
し
て
お

り
ま
す
。

当
組
合
に
お
い
て
は
、
安
定

給
水
に
脅
威
を
与
え
る
更
新
時

期
を
過
ぎ
た
配
水
本
小
管
の
耐

震
化
や
河
川
横
断
管
の
伏
越
し

化
等
並
び
に
、
老
朽
化
し
た
給

水
管
等
の
整
備
及
び
材
質
改
善

を
早
期
に
達
成
す
る
事
が
減
災
、

安
定
給
水
を
可
能
に
す
る
と
承

知
致
し
て
お
り
ま
す
。

組
合
員
各
社
は
、
東
京
都
水

道
局
が
示
さ
れ
る
安
定
的
事
業

量
に
依
り
中
長
期
的
な
設
備
投

資
、
雇
用
の
確
保
等
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
組
合
員

各
社
は
、
東
京
都
水
道
局
の
事

業
を
通
じ
て
の
技
術
継
承
の
機

会
が
減
少
す
る
中
に
お
い
て
も

専
業
的
技
術
継
承
や
後
継
者
の

育
成
に
も
努
め
て
お
り
ま
す
。

東
京
都
水
道
局
が
明
確
に
さ

れ
た
施
設
整
備
目
標
に
お
け
る

具
体
的
数
値
の
早
期
達
成
が
適

う
新
規
事
業
計
画
を
強
く
要
望

致
し
ま
す
。

１
、
水
道
緊
急
工
事
請
負
単
価

契
約
（
漏
水
修
理
工
事
）
に
関

す
る
要
望

水
道
緊
急
工
事
請
負
単
価
契

約
（
漏
水
修
理
工
事
）
は
緊
急

性
を
求
め
ら
れ
る
特
殊
な
契
約

で
あ
り
、
当
契
約
の
重
要
性
、

必
要
性
を
充
分
に
理
解
致
し
て

お
り
ま
す
。

当
組
合
で
は
平
成
24
年
4
月

20
日
に
東
京
都
水
道
局
と
「
災

害
時
に
お
け
る
水
道
施
設
等
の

応
急
措
置
の
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
て
お
り
、
協
力

団
体
と
し
て
の
責
任
を
履
行
す

べ
く
毎
年
実
施
し
て
い
る
防
災

訓
練
を
は
じ
め
、
技
術
者
の
雇

用
確
保
、
資
機
材
、
労
務
宿
舎
、

資
材
置
き
場
の
確
保
、
又
、
技

術
力
の
継
承
や
向
上
も
含
め
た

中
長
期
的
設
備
投
資
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

都
内
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
配

水
管
、
給
水
管
は
、
経
年
劣
化

に
加
え
、
地
盤
の
不
等
沈
下
、

腐
食
性
土
壌
、
交
通
荷
重
の
影

響
を
受
け
、
常
に
漏
水
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

出
水
不
良
、
道
路
陥
没
や
建
物

へ
の
浸
水
等
の
二
次
被
害
を
も

た
ら
す
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

緊
急
時
に
お
け
る
東
京
都
水

道
局
の
ご
要
望
は
勿
論
の
事
、

東
京
都
水
道
局
が
策
定
さ
れ
る

事
業
目
的
や
数
値
目
標
の
早
期

達
成
を
誠
実
に
履
行
し
、
都
民

に
対
す
る
給
水
を
可
能
な
限
り

確
保
す
る
事
が
当
組
合
の
使
命

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

当
組
合
で
は
、
緊
急
時
に
お

け
る
対
応
能
力
向
上
を
責
務
と

し
、
断
水
被
害
の
抑
制
や
早
期

に
平
常
給
水
可
能
と
成
る
よ
う

応
急
対
策
諸
活
動
を
迅
速
、
的

確
に
実
施
で
き
る
体
制
を
早
期

に
確
立
さ
れ
る
よ
う
水
道
緊
急

工
事
請
負
単
価
契
約
（
漏
水
修

理
工
事
）
に
お
き
ま
し
て
は
、

積
極
的
に
漏
水
防
止
対
策
に
取

り
組
み
、
東
京
都
水
道
局
の
事

業
目
標
に
拠
る
契
約
業
者
数
の

確
保
、
並
び
に
事
業
数
値
が
早

期
達
成
と
成
る
よ
う
計
画
的
事

業
に
お
け
る
漏
水
リ
ス
ク
管
の

早
期
解
消
、
給
水
管
漏
水
の
未

然
防
止
、
早
期
発
見
、
早
期
修

理
等
を
積
極
的
に
施
工
す
る
よ

う
要
望
致
し
ま
す
。

又
、
災
害
時
に
お
い
て
も
最

大
限
、
安
定
給
水
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
新
規
計
画
事
業
の
策

定
を
強
く
要
望
致
し
ま
す
。

２
、
給
水
管
整
備
及
び
取
り
出

し
工
事
請
負
単
価
契
約
に
関
す

る
要
望

当
組
合
で
は
、
東
京
都
水
道

局
が
示
す
安
定
給
水
へ
の
取
組

状
況
の
数
値
等
や
早
期
の
耐
震

継
手
化
を
旨
に
大
規
模
災
害
時

に
お
い
て
も
断
水
し
な
い
水
道

の
構
築
に
微
力
な
が
ら
是
非
と

も
そ
の
一
翼
を
担
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

給
水
管
の
耐
震
性
能
の
早
期

確
保
、
並
び
に
漏
水
の
未
然
防

止
、
断
水
率
の
軽
減
と
早
期
復

旧
が
可
能
と
成
り
ま
す
よ
う
私

道
内
に
お
け
る
塩
化
ビ
ニ
ル
製

の
給
水
管
の
材
質
改
善
工
事
に

加
え
て
初
期
ダ
ク
タ
イ
ル
管
の

更
新
工
事
等
、
私
道
内
給
水
管

整
備
事
業
を
さ
ら
に
推
進
さ
れ

る
よ
う
要
望
致
し
ま
す
。

給
水
管
整
備
及
び
取
り
出
し

工
事
請
負
単
価
契
約
に
お
い
て

は
、
組
合
員
各
社
は
毎
年
、
年

度
を
通
し
て
の
施
工
能
力
を
充

分
に
残
し
て
お
り
ま
す
事
か
ら
、

年
間
事
業
量
を
さ
ら
に
増
加
す

る
よ
う
強
く
要
望
致
し
ま
す
。

又
、
水
道
用
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

管
に
お
い
て
は
、
埋
設
が
開
始

さ
れ
て
か
ら
既
に
約
40
年
が
経

過
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
衛

生
性
、
耐
食
性
、
管
路
の
耐
震

性
に
優
れ
た
水
道
用
波
状
ス
テ

ン
レ
ス
鋼
管
を
使
用
し
て
お
り
、

水
道
用
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
管
に
お

い
て
も
経
年
化
し
た
水
道
用
ス

テ
ン
レ
ス
鋼
管
の
早
期
更
新
と

な
る
施
策
を
重
ね
て
要
望
致
し

ま
す
。

３
、
小
中
口
径
メ
ー
タ
引
換
工

事
等
請
負
単
価
契
約
に
関
す
る

要
望組

合
員
各
社
は
毎
年
、
1
年

間
計
画
的
に
発
注
さ
れ
て
い
る

1
社
当
た
り
の
施
工
量
を
完
工

致
し
ま
し
て
も
ま
だ
施
工
余
力

を
残
し
て
お
り
ま
す
。

小
中
口
径
メ
ー
タ
引
換
工
事

等
請
負
単
価
契
約
に
お
き
ま
し

て
は
、
よ
り
積
極
的
に
無
収
益

メ
ー
タ
の
引
換
、
困
難
メ
ー
タ

の
解
消
等
、
組
合
員
各
社
の
施

工
能
力
を
最
大
限
活
用
さ
れ
る

事
業
計
画
の
推
進
を
強
く
要
望

致
し
ま
す
。

４
、
水
道
緊
急
工
事
請
負
単
価

契
約
（
維
持
補
修
工
事
）
に
関

す
る
要
望

東
京
都
水
道
局
が
維
持
管
理

さ
れ
る
配
水
区
域
内
に
は
配
水

本
小
管
約
2
万
7
0
0
0
㎞
が

布
設
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
膨
大

な
延
長
の
配
水
本
小
管
に
は
制

水
弁
を
は
じ
め
消
火
栓
、
空
気

弁
等
の
付
属
設
備
が
約
56
万
個

設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

東
京
都
水
道
局
に
お
い
て
は
、

「
東
京
水
道
経
営
プ
ラ
ン
2
0

2
1
」
及
び
令
和
3
年
3
月
に

達
成
数
値
等
を
明
確
に
示
さ
れ

た
「
東
京
水
道
施
設
整
備
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
も
明
記
さ
れ

て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
漏
水
事

故
、
無
効
水
量
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
経
年
管
及
び
初
期
ダ
ク

タ
イ
ル
管
等
を
早
期
に
耐
震
継

手
機
能
が
優
れ
た
強
度
の
高
い

ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
へ
更
新
す

る
事
業
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

当
組
合
に
お
い
て
も
、
経
年

管
の
更
新
、
初
期
ダ
ク
タ
イ
ル

管
等
の
早
期
解
消
は
、
漏
水
事

故
等
に
よ
る
道
路
陥
没
、
建
物

浸
水
等
の
二
次
的
被
害
、
又
、

自
然
漏
水
等
を
未
然
に
防
止
す

る
対
策
に
お
い
て
、
重
要
か
つ

効
果
的
と
理
解
致
し
て
お
り
ま

す
。水

道
緊
急
工
事
請
負
単
価
契

約
（
維
持
補
修
工
事
）
に
お
い

て
は
、
点
在
し
て
い
る
取
替
困

難
管
の
早
期
更
新
、
取
替
優
先

地
域
の
早
期
解
消
を
強
く
要
望

致
し
ま
す
。

５
、
配
水
管
小
規
模
整
備
工
事

請
負
単
価
契
約
に
関
す
る
要
望

当
組
合
で
は
、
東
京
都
水
道

局
が
示
す
「
安
定
給
水
の
確
保
」

「
震
災
対
策
等
の
推
進
」
「
安

全
で
お
い
し
い
水
の
供
給
」
に

よ
る
施
設
整
備
の
方
向
性
や
整

備
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具

体
的
取
組
の
一
助
と
な
る
よ
う

微
力
な
が
ら
、
東
京
都
水
道
局

が
示
す
目
標
数
値
、
計
画
期
間

内
で
の
事
業
量
を
誠
実
に
履
行

致
し
て
お
り
ま
す
。

当
組
合
は
、
今
後
、
予
想
さ

れ
る
労
働
人
口
の
減
少
、
専
業

従
事
者
の
雇
用
確
保
等
の
困
難

な
雇
用
課
題
に
あ
っ
て
も
、
施

工
能
力
が
衰
退
し
な
い
よ
う
組

合
員
各
社
は
雇
用
努
力
を
継
続

致
し
て
お
り
、
合
わ
せ
て
技
術

力
の
継
承
、
技
術
者
の
育
成
等

に
も
努
め
て
お
り
ま
す
。

配
水
管
小
規
模
整
備
工
事
請

負
単
価
契
約
に
お
い
て
は
、
震

災
時
に
断
水
被
害
を
軽
減
で
き

る
よ
う
、
「
東
京
水
道
経
営
プ

ラ
ン
2
0
2
1
」
及
び
「
東
京

水
道
施
設
整
備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
く
耐
震
継
手
管
へ

の
取
替
の
実
施
を
履
行
す
る
た

め
に
、
本
契
約
を
適
宜
活
用
さ

れ
、
計
画
期
間
に
お
け
る
配
水

区
域
内
で
の
施
設
整
備
の
目
標

達
成
を
強
く
要
望
致
し
ま
す
。

又
、
東
京
都
水
道
局
の
施
設

整
備
計
画
に
重
要
と
な
る
、
事

業
者
に
お
け
る
継
続
的
な
専
業

的
技
術
力
の
維
持
、
並
び
に
向

上
を
目
的
と
し
た
施
策
の
取
組

を
強
く
要
望
致
し
ま
す
。
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令
和
4
年
度
予
算
要
望
書
を
書
類
で
提
出

東
京
都
で
は
、
例
年
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
政
策
現
場
の
実
態
に
精
通
す
る
団
体
か
ら
、
知
事
が

直
接
意
見
、
要
望
を
伺
う
場
を
設
け
て
い
る
。
し
か
し
、
昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
あ

り
、
テ
レ
ビ
会
議
方
式
で
実
施
し
た
。
ま
た
、
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
は
落
着
き
を
見
せ
て

い
る
が
、
都
知
事
の
体
調
不
調
や
第
6
波
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
副
知
事
で
の
対
応
と
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
で
き
れ
ば
書
類
で
の
提
出
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
協
同
組
合

東
京
都
水
道
請
負
工
事
連
絡
会
と
し
て
は
、
書
類
で
の
提
出
を
選
択
し
た
。

要
望
要
旨
は
、
局
が
明
確
に
し
た
目
標
で
あ
る
新
規
事
業
計
画
の
早
期
達
成
を
強
く
求
め
た
。

以
下
は
要
望
書
の
内
容
で
あ
る
。

は
、
水
道
局
へ
の
提
出
す
る

と
と
も
に
、
組
合
員
全
員
に
配

布
す
る
こ
と
と
し
、
併
せ
て
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

貝
澤
理
事
長
か
ら
補
足
説
明

皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
無
事
に
防

災
訓
練
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
結
構
、
大
掛
か
り
に

や
っ
て
い
る
形
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。毎

年
、
実
施
す
る
行
事
な
の

で
、
次
年
度
に
追
加
す
る
事
柄

が
あ
れ
ば
、
是
非
、
提
案
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

9
、
そ
の
他

業
界
新
聞
（
3
社
）
か
ら
、

広
告
掲
載
の
依
頼
が
あ
り
、
政

策
懇
話
会
の
出
席
要
請
が
あ
り
、

協
議
し
た
結
果
、
掲
載
お
よ
び

出
席
が
了
承
さ
れ
た
。

TSR（協同組合東京都水道
請負工事連絡会）では、
組合員を募集しています。

連絡先
TEL 03-6264-9867
FAX 03-6264-9869


